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前
節
に
通

へ
て
研
究
し

本
的
重
要
を

己
認
め
、
そ

っ
た
。
此
の

ωOHVHdH命

ω

「
純
正
現
象

『

E
2
0
]唱

論

設

フぺ

L
如
〈

て
居
た
の

愈
々
深
刻

う
し
て
現

思
想
は
千

ω 
ω 
円
同
町
居
間

o
tぐ

島
平
及
び
現

-d印
ヨ
。

E
g
o
-
o四日

フ
ッ
サ

1
ル
白
現
象
皐

第
二
十
巻

「
第
四
披

? 

サ

現

象

事

( 

ー
) 

の

Jレ

米

(四)

「
純
正
現
象
事
及
び
現
象
率
的
哲
撃
考
」

に
於
け
る
現
象
撃
の
一
般
的
概
念

フ
ッ
サ

1
ん
氏
は
、

「
論
理
事
的
研
究
」
に

皐
を
純

於
て
は
現
象

で
ゐ
る
が
、
然
る
に
其
の
後
現
象
事
の
研
究
を
盆
々
進
出
一
且
つ

に
戚
識
し
、
培
地
に
之
を
以
て
哲
皐
の
基
本
率

(
a
o
pE
牛
三
官

象
風
T

に
よ
り

τ始
め
て
哲
皐
は
一
般
的
に
厳
密
な
る
曲
学
ご
な

九
百
十
年
「

?
l
f
ス
」
に
於
て
公
に
さ
れ
た
論
文
「
最
密
な
る

一回目

E
n
r押
)
中
に
筒
軍
に
論
述
さ
れ
て
屠
る
が
・
一
見
に
千
九

象
率
的
哲
皐
考
」
第
一
容
「
純
正
現
象
事

般
的
序
論
」
(

。
)
に
於
て
、

組
織
的
に
詳
し
〈
論
遁
苫
れ
て
居
る

Q

但
し
本
書

六
) 

百
四

O

田

庄

耳目

太

正
論
理
皐
の
噛
鳳
備
皐
a
Z
考

深
め
る
に

つ
れ
て
、
共
の
根

。岡田
ηrhw沖

ι
2
H
U
E
-
o
ω
O司
宮
内
)

h
，
得
る
も

の
ご
考
へ
る
に
至

皐
ご
し
て

ω哲
朗
宇
」
(
司

E
P

百
十
三
年
に
会
に
さ
れ
た

〉
出
向
内
自

B
E
Z口
問

E
門
出
。

。
山
口
内
閉
山
口

は
今
日
に
至
る
ま
で
只
右



の
第
一
容
が
会
に
さ
れ
て
居
る
だ
け
で
・
他
の
二
容
は
ま
だ
刊
行
さ
れ
て
居
な
い
。
そ
れ
で
吾
人
は
ま
だ
同
氏
の

現
象
率
的
哲
率
の
全
慢
を
皐
ぷ
-
}
ご
が
出
来
な
い
の
で
、

只
右
の
容
に
よ
り
て
純
正
現
象
事
の
方
法
論
を
皐
び
得

る
だ
M

円
で
あ
る
o

し
か
も
芸
の
方
法
論
が
今
日
濁
逸
の
枇
曾
皐
の
護
活
仁
重
大
な
る
影
響
を
及
ば
さ
ん
ご

L
て
居

る
の
で
、
吾
人
は
少
な
〈
も
其
の
大
要
を
心
得
て
居
る
に
非
ら
や

J

ば
.
今
日
の
濁
逸
の
枇
曾
問
品
干
の
後
蓮
ゃ
、
又
其

の
将
来
の
後
遠
の
方
針
に
就
て
、
正
嘗
な
る
理
解
及
び
推
測
を
な
し
得
な
い
の
で
ゐ
る
。
そ
れ
で
余
は
是
れ
ま
で

通
べ
来
り
し
慮
に
よ
り
E
、
フ
ッ
サ

1
Y
氏
の
現
象
撃
の
概
念
の
由
来
を
究
明
し
た
か
ら
、
是
れ
よ
り
更
に
1

純

正
現
象
間
半
及
び
現
象
率
的
哲
皐
考
」
第
一
容
に
於
け
る
同
氏
の
大
韓
上
完
成
せ
る
現
象
的
唱
す
の
概
念
及
び
方
法
論
の

大
要
を
、
特
に
夫
れ
が
枇
曾
帥
宇
方
法
論
さ
重
要
な
る
閥
係
を
有
す
る
方
面
に
就
て
、
務
々
詳
し
(
読
通
し
た
い
ご

思
ム
。「

純
正
現
象
率
及
び
現
象
学
的
哲
問
中
考
」
第
一
容
は
、
緒
論
、
第
一
部
「
本
質
及
び
本
質
認
識
」
(
当
日
2

5且

ョ2
2
5
r
E
Z一切)、
第
二
部
「
現
象
息
子
的
基
本
考
察
」
(
己
何
回
V
E
E
B
E。7
》四一円『

E
E
ω
E
S
E
-
r且
3
0
r
E口問}、

第
三
部
「
純
正
現
象
事
の
方
法
論
及
び
問
題
論
に
就
て
」
(
N
Z
吋
民
注
目
色

r
c
z
i
p
o
t
-
g
E
H
r
ι
q
百円ロ
E

E
加ロ
O
B

自
自
己
認
卒
、
及
び
第
四
部
「
理
性

E
寅
在
」
(
〈
ぬ
2
5沖
ロ
足
当
r
E
r
r
r

氏。
に
別
た
れ
て
居
る
が
、
先
づ
緒
論

に
よ
h
て
ア
ッ
サ

1
w
氏
の
純
正
現
象
拳
の
概
念
の
一
般
を
遁
べ
る
こ
さ
、
す
る
。

夫
れ
哲
血
干
の
基
本
皐
ご
し
て
の
現
象
亭
は
、
其
の
名
穣
が
表
示
す
る
如
〈
「
現
象
」
の
曲
学
で
ゐ
る
。
併
し
総
て
の

論

議

フ
7
サ

l
ル
白
現
象
印
字

第
ご
十
巻

(
第
四
競

1二
) 

六
回



i論

議

フ
ッ
サ
}
ル
の
現
象
事

館
二
十
巻

(
第
四
競

J、
ノ、U

~~ 

科
曲
学
は
現
象
を
封
象
ご
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
車
に
現
象
を
封
象
ご
す
る
さ
一
五
ふ
に
り
で
は
、
現
象
率
は
決
し

て
新
し
き
準
で
あ
る
ご
は
一
五
は
れ
な
い
o

し
か
も
余
輩
が
現
象
事
を
新
し
き
事
ご
し
て
建
設
せ
ん
ご
す
る
の
は
、

是
れ
共
の
現
象

ee考
察
す
る
立
場
合
町
内
田
口
件
色

Em)
が
総
て
の
科
事
ご
は
根
本
的
に
異
な
れ
る
会
〈
新
L
き
も

の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
o

そ
う
し
て
現
象
率
の
其
の
新
し
き
立
場
を
よ
く
理
解
す
る
こ
ご
は
、
五
百
人
が
一
切
の
経

験
科
卒
に
於
て
一
般
に
行
な
は
れ
て
居
る
思
惟
習
慣
に
囚
は
れ
て
居
る
以
上
は
、
会
〈
不
可
能
で
あ
る
o

現
象
曲
学

の
立
場
は
一
拐
の
経
験
科
撃
の
ご
る
立
場
、
郎
も
自
然
的
立
場
ご
根
本
的
に
異
な
れ
る
も
の
ず
あ
る
。
き
れ
ば
吾

人
は
先
づ
従
来

ω思
惟
習
慣
及
び
自
然
的
立
場
を
全
然
脱
却
せ
ね
ば
な
ら
な
い
I

O

併
し
従
来
の
思
惟
習
慣
を
全
〈

放
棄
し
、
吾
人
の
思
惟
の
地
中
線
を
狭
め
る
精
一
岬
的
周
垣
を
よ
く
認
識
し
て
之
を
破
壊
し
、
そ
う
仁
て
完
全
な
る

思
惟
自
由
に
於

τ、
異
質
な
又
金
〈
新
た
に
呈
出
古
れ
る
可
き
哲
血
中
問
題
を

E
蛍
に
捕
捉
す
る
は
、
非
常
に
困
難

な
る
努
力
を
要
す
る
仕
事
で
ゐ
る
。
し
か
も
今
や
哲
事
を
厳
密
な
る
皐
ご
し

t
確
立
す
る
に
は
、
此
の
困
難
な
る

仕
事
を
途
成
す
る
こ
ご
が
是
非
必
要
で
あ
る
。
賞
に
現
象
風
干
の
本
質
の
把
捉
、
井
に
其
の
問
題
の
特
有
の
意
義
及

び
一
切
の
他

ω血
中
間
殊
に
心
理
由
華
芭
の
関
係
の
理
解
を
、
甚
だ
困
難
な
ら
し
め
る
も
の
は
何
よ
り
も
第
一
に
、
自

然
的
経
験
立
場
及
び
思
惟
・
霊
場
さ
は
み
ア
、
異
な
れ
る
新
し
き
一
の
立
場
が
必
要
で
あ
る
ご
云
ム
酷
で
あ
る
。
業
の

新
し
き
立
場
に
立
も
て
奄
も
奮
立
場
卸
も
自
然
的
立
場
に
後
戻
り
す
る
こ
ご
な
〈
、
自
由
に
活
動
し
、
眼
前
に
存

す
る
も
の
を
其
の
儲
に
観
照
し
、
区
別
し
、
記
述
す
る
こ
官
を
血
中
ぶ
に
は
、
特
別
な
困
難
な
寅
習
が
必
要
で
あ
る



の
で
あ
る
。

き
れ
ば
右
の
新
し
き
世
界
に
進
入
す
る
非
常
な
困
難
を
、
一
五
は
い
て
片
一
片
づ
、
取
h
除
き
得
る
方
法
を
議
A
V

る
こ
芭
は
、
先
づ
第
一
に
余
輩
の
な
す
可
き
仕
事
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
向
。
そ
う
し
て
余
輩
は
先
づ
自
然
的
立
場
か

ら
、
吾
人
に
卦
立
す
る
が
ま
、
の
世
界
か
ら
、
心
理
率
的
経
験
に
於
て
現
は
れ
る
が
ま
、
の
意
識
が
ら
出
後
し

て
、
夫
れ
に
本
質
的
な
る
諸
前
定
を
問
明
し
、
夫
れ
よ
h
現
象
率
的
還
元
室
内
百
r
S
O
B
S。-。
m
R
Z
問
え
岳
民
Oロ
)

の
一
方
法
を
案
出
し
て
、
夫
れ
仁
従
ふ
て
一
切
の
自
然
的
研
究
仕
方
に
属
す
る
認
識
制
限
を
除
き
去
h
、
共
の
仕

方
に
特
有
の
一
方
的
或
は
偏
局
的
方
針
を
特
向
さ
せ
、

そ
う
し
て
遂
に
「
先
験
的
」
に
純
化
さ
れ
花
る
現
象
の
自
由

な
る
地
平
線
及
び
夫
れ
Z
共
に
余
輩
の
解
す
る
特
有
の
意
味
で
の
現
象
皐
り
領
域
を
、
確
定
す
る
こ
正
、
し
た
い

Z
思
ふ
。

山
同
ほ
此
蕗
に
現
象
準
の
概
念
を
一
般
的
仁
表
示
す
る
潟
め
に
、
現
象
事
吉
夫
れ
さ
特
に
密
接
な
る
閥
係
争
}
有

し
、
且
つ
屡
々
混
同
さ
れ
易
き
心
理
率
ご
の
閥
係
を
少
し
く
述
イ
て
置
き
た
い
。

A
I
心
理
準
は
一
の
経
験
撃
で
ゐ

る
。
然
る
に
経
験
己
云
ふ
話
は
著
布
地

ω意
味
で
は
二
つ
の
意
味
を
有
す
る
か
ら
、
随
ふ
E
経
験
出
中
も
二
つ
内
意
味

を
有
っ
て
居
る
o

卸
も
一
は
事
買

ω血
干

Z
云
ふ
意
味
に
し
て
、
二
は
質
十
在
(
閉
山

Ergg)
の
問
中
正
云
ふ
意
味
で
ゐ

る
。
か
く
て
経
験
準
ご
し
て
の
心
理
事
は
事
賓
の
皐
及
び
寅
在
的
事
象

ω率
で
ゐ
る
。

然
る
に
之
れ
に
反
L
て
純
正
現
象
皐
或
は
先
験
的
現
象
率
は
先
づ
事
質
的
事
ご
し
て

v
は
な
〈
、
本
質
事
(
色
。

品

"問

議

フ
ッ
サ

l
ル
白
現
象
串

部
二
十
巻

(
館
山
披

フL

，、
.v-~ 



論

設

フ
ァ
サ
!
ル
の
現
品
部
回
申

第
二
十
巻

(
第
四
協

。
) 

P

凹
四

宅
p
g芸
戸
市
E
n
g
p
z凶作
E岳
民
切
れ

ro
巧
E
E
H
R
E
3
t
し
て
確
立
古
る
可
き
で
あ
る
o

的
も
純
正
現
象
曲
学
は
只

本
質
認
識
(
司
自

B
百円
r
E
E
Z一ω
)

の
み
を
確
定
せ
ん
ご
す
る
率
に
し
て
、
牽
も
事
賞
を
確
定
せ
ん
ご
す
る
皐
で
は

な
い
の
で
あ
る
o

そ
う
し
て
夫
れ
仁
属
す
る
還
元
町
ち
心
理
皐
的
現
象
か
色
純
本
質
に
、
或
は
判
断
的
思
惟
に
於

て
は
事
質
的
経
験
的
普
遍
性
か
ら
本
質
普
遍
性
(
当

2
3
E
Z
B
E
Z芹
)
に
導
〈
還
元
は
本
質
的
還
元
(
島
常
任
命
』

伸一
E
Y
O
M
U且

zrzと
で
あ
る
。
第
二
に
は
先
験
的
現
象
皐
の
現
象
は
非
賞
在
的
(
き
邑
)
芭
し
て
特
質
附
り
b
れ

る
。
ぞ
う
し
て
夫
れ
に
属
す
る
諸
法
一
万
、
殊
に
先
験
的
還
元
は
心
理
聞
学
的
現
象
を
、
夫
れ
に
賓
在
性
を
奥
へ
、

tJ' 

〈
て
夫
れ
を
寅
在
的
世
界
中
に
入
ら
し
め
る
も
の
か
ら
、
純
化
す
る
の
で
あ
る
。

手
れ
ば
余
輩
の
現
象
皐
は
寅
在

的
現
象
の
本
質
論
で
は
な
〈
、
先
験
的
に
還
元
さ
れ
た
る
現
象
の
本
質
論
で
あ
る
可
き
で
あ
る
。

詳
じ
き
事
は
後
に
論
述
す
る
が
、
夏
に
現
象
皐
の
一
般
的
概
念
を
確
主
す
る
斜
め
に
、
備
は
少
し
〈
述
ぺ
て
置

き
た
い
こ
ピ
が
あ
る
。
今
日
普
通
に
行
は
れ
て
居
る
血
中
間
の
一
般
的
分
類
は
、
怠
干
問
bd-
賓
在
山
崩
T
Z
概
念
事
Z
或
は

経
験
事
正
先
大
事

(mgzzump目
E
F
P
5
2
L
B
-三
宮
自
民
玄
沖
目
。
凶

2
2日

νEωnrozE
宅ユ
E
R
F命
名
器
詰
』

R
F誌
の
ロ
)
ぜ
に
大
別
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う

L
て
其
の
標
準
ご
な
っ
て
居
る
も
の
は
賞
在
的
芭
概
念
的
ご
の

掛
立
調
官
官
。
m
m
g
Z昨

N
B
E
)
で
あ
る
。
然
る
に
余
輩
は
此
の
封
立
制
到
に
劃
し
て
事
賞
吉
本
質
及
び
貫
在
的
な
る

山

7
4

も
の
ど
非
賓
在
的
な
る
も
の
Z
の
二
つ
の
封
立
劃
を
立
て
、
夫
れ
に
従
ム
て
事
賞
(
寅
在
)
朗
申
吉
本
質
(
非
賞
存
)
師
宇

子
宮
匝
別
せ
ん
ご
す
る
。
そ
う
し
て
此
の
皐
問
分
類
が
質
在
的
ピ
観
念
的
ビ
の
掛
立
劃
に
従
ふ
て
立
て
ら
れ
る
貫



在
血
干
さ
概
念
血

7-の
医
別
よ
ら
も
正
嘗
で
あ
る
ζ

ご
は
、
後
に
論
遁
す
る
庭
に
よ
h
て
明
ら
か
に
理
解
さ
れ
る
ご

思
ふ
。
余
輩
は
後
に
・
質
在
性
の
概
念
は
依
て
以
て
貫
在
的
有
(
L
E
Z色
。
印
巴
ロ
)
ご
個
別
的
有
(
且
盟
国
ロ
庄
三
含
己
一
。

凶
作

E
)
己
の
聞
に
、

そ
う

し
て

方

於

E2 
Z j! 
万誓
る品

き
も

れの
ね

il工

室2
識ぬ

1& の
方奉

長自
て ~l主
は定
非を
質要
在す
的る
な』
久 Z
L を
の示
、す

本1:

質す

認 5
詰t 。

が
、
純
正
本
質
へ
の
碍
移
を
媒
介
寸
る
の
で
あ
る
o

向
日
一
切
の
先
験
的
に
純
化
さ
れ
た
る
鶴
験
は
非
貫
在
的
な

る
も
の
に
し
て
、
賞
在
的
世
界
中
に
排
買
さ
れ
す
に
設
定
き
れ
る
も
の
な
る
こ
ご
が
、
後
に
示
き
れ
る
で
ゐ
ら

ぅ
。
そ
う
し
て
現
象
皐
は
ま
3
し
〈
其
等
の
非
貫
在
的
な
る
も
の
を
、
特
異
的
個
別
者
志
し
て
い
は
な
〈
、
「
本

質
」
に
於
て
研
究
す
る
の
で
あ
る
ο

-
W
エ
ゼ
シ
ス
ウ
イ
セ
V

シ
ャ
フ
ト

却
設
以
上
述
〈
来
一
'
り
し
慮
に
よ
り
て
見
れ
ば
.
現
象
撃
は
此
慮
に
一
の
本
質
事
ご
し
て
、
却
も
一
一
り
先

天
曲
学
ご
し
て
或
は
巳
ロ
0

2
号

E
R
r
g
z自
E
n
z
p
(純
本
質
皐
)
ご
し
て
、
確
立
古
る
可
き
も
の
な
る
こ
芭
が
明

ら
か
で
あ
る
。

ち
れ
ば
先
づ
第
一
に
本
質
及
び
本
質
皐
仁
閲
す
る
基
本
的
考
察
を
述
て
叉
自
然
主
義
或
は
自
然

的
立
場
仁
岨
到
し
て
本
質
認
識
の
原
本
的
特
有
権
を
帰
護

L
τ
置
〈
こ
芭
は
、
有
盆
で
あ
る
吉
田
ω
は
れ
る
。

フ
ッ
す

1
P
氏
は
夫
れ
よ
h
第
一
部
「
本
質
及
び
本
質
認
識
」
に
於
て
、
右
の
ニ
つ
の
問
題
を
論
述
し
て
居
る
の

で
ゐ
る
が
、
此
蕗
に
悉
〈
同
氏
の
設
を
越
ぺ
る
限
は
な
い
の
で
、
直
接
に
枇
曾
事
方
法
論

E
聞
係
を
有
す
る
と
思

は
れ
る
事
質
事
吉
本
質
事
ど
の
差
別
及
び
関
係
に
闘
す
る
同
氏
の
思
想
を
、
考
察
す
る
こ

E
を
主
眼
ご
な
し
、
紙

前

叢

フ
ッ

A
7
1
ル
の
現
象
事

第
三
十
巻

(
第
四
披

} 

h

四
五
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四
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、司司、
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m
F
J
F
 

面
の
許
す
限
b
他
の
方
面
に
も
論
じ
及
ぼ
す
こ
吉
、
し
た
い
v
Z
恩
ふ
O

術
は
事
買
事
古
本
質
問
宇
Z
の
匝
別
及
び
閥

係
仁
閲
す
る
同
氏
の
思
想
に
就
て
次
下
遮
ぶ
る
こ

ze宮
、
さ
き
に
本
論
文
二
「
純
正
論
理
率
の
観
念
}
中
に
蓮
ぺ
し

慮
の
、
率
問
の
根
本
的
高
別
や
叉
経
験
準
に
闘
す
る
同
氏
の
思
想
Z
比
較
し
て
考
察
す
る
こ
Z
は
、
皐
問
論
の
研

究
上
大
に
有
盆
で
あ
る
E
思
ム
。

(五)

事
責
或
は
経
験
ご
本
質
、

及
び
個
別
的

直
観
ご
本
質
観
照

プ
ッ
サ

1
w
氏
の
事
質
問
苧
吉
本
質
問
山
千
三
の
匝
別
及
び
閥
係
に
関
す
る
思
想
を
よ
〈
理
解
す
る
矯
め
に
は
‘
事
賞

吉
本
質
及
び
個
別
的
直
観
正
本
質
観
照
ピ
の
区
別
並
に
関
係
仁
関
す
る
同
氏
の
見
解
を
、
究
明
し
て
霞
〈
こ
E
は

甚
だ
肝
要
で
あ
る
。
そ
れ
で
本
節
に
於
て
は
同
氏
は
事
-
賞
ご
本
質
並
に
之
に
相
臆
す
る
個
別
的
直
視
吉
本
質
観
照

芭
を
如
何
に
鼠
別
し
、
又
士
一
の
聞
に
如
何
な
る
関
係
を
認
め
る
か
を
、

一
般
的
に
考
察
す
る
こ
吉
、
す
る
。

此
彪
に
先
づ
自
然
的
認
識
及
び
経
験
の
考
察
か
ら
始
め
る
の
が
便
宜
で
ゐ
h
且
つ
必
要
で
あ
る
ご
思
ふ
。
夫
れ

自
然
的
認
識
は
経
験
を
以
て
始
ま
り
、
そ
う
し
て
常
に
経
験
の
中
に
止
ま
る
。
か
(
て
吾
人
が
「
自
然
的
」
己
稀
す

る
理
論
的
立
場
仁
於
て
は
、
可
能
的
諸
研
究

ω
総
範
囲
は
世
界
(
宅
巳
門
)
芭
云
ふ
一
語
を
以
て
表
示
さ
れ
る
。
百
れ

ば
此
原
始
的
立
場
の
諸
率
問
は
、
抽
醐

τ陛
界
の
間
半
間
で
あ
る
正
一
耳
ひ
得
ら
れ
る
o

そ
う
し
て
只
共
等
の
亭
肉
の
み



が
支
配
し

τ暦
る
以
上
は
「
異
質
有
」
(
若
島
岳
民
2
m
3
)、
「
現
賓
有
」
印
ち
「
寅
在
有
」
(
ヨ
ユ
内
ロ

nZω
出
旦

p
z・目

】めと

E
山
氏
ロ
)
の
概
念
ご
「
世
外
に
於
け
る
有
」
(
目
。
r
M
7
L
q
君
。
一
昨
)
の
概
念

Z
U
相
合
致
す
る
。

各
車
中
間
に
は
其

ω駒
内
ん
の
傾
域
ご
し
て
一
の
調
象
的
範
域
が
割
膝

L
、
美
の
一
切
の
部
識
に
は
共
の
基
崎
附
り

の
根
元
ご
し
て
一
定

ω碇
削
酬
が
針
膝
す
る
。
ぞ
う
し
て
共
等

ω百
仰
に
於
て
其
の
範
域
の
劃
象
は
自
己
所
興
物
ご

な
り
、
又
少
な
く
も
一
郎
分
は
原
本
的
所
奥
物
ご
な
る
o

自
然
的
認
識
領
域
及
び
其
の
一
切
り
曲
学
問
の
能
典
的
直

醐
酬
は
自
然
的
経
験
に

L
て、

そ
う

L
て
根
本
的
な
能
典
的
経
験
は
知
獲
で
あ
る
。

一
の
質
在
的
な
る
も
の
を
版
本

的
に
奥
へ
た
ご
一
五
ム
事
Z
、
之
を
直
観
的
に
「
知
鐙
」
す
る
ご
云
ふ
守
}
古
、
は
同
一
で
あ
る
。
吾
人
は
物
理
的
事
物

に
就

τは
原
本
的
現
象
を
「
外
部
的
知
覚
」
に
於
て
有
す
る
が
、
併
し
記
憶
及
び
先
見
的
柏
崎
期
に
於
て
有
す
る
の
で

な
ド
。
叉
吾
人
は
吾
人
自
身
並
に
五
回
人
の
意
識
紋
態
に
就

τは
、
所
謂
「
内
部
的
知
覚
或
は
自
己
知
鐙
」
に
於
て
原

本
的
現
象
を
有
す
る
が
、
併
し
他
人
及
び
他
人
の
鴎
峨
に
就

τは
、
「
政
情
移
入
」

(ι
庁
間

5zsm)
に
於
て
‘
原

本
的
現
象
を
有
す
る
の
で
な
い
。
吾
人
は
他
人
か
ら
・
彼
等
の
身
徳
的
表
出
に
基
い
て
彼
等

ω醐
亜
脱
を
畑
頑
す

る
。
そ
う
L
て
此
の
戚
情
移
入
の
洞
鵡
は
一
の
直
観
的
能
奥
的
作
用
で
あ
る
が
・
併
し
最
早
版
本
的
な
能
輿
的
作

用
で
な
い
。
他
人
及
び
共
の
心
意
生
活
は
資
に
夫
れ
自
身
其
彪
に
ゐ
る
ご
し
て
、
叉
其
の
身
館
Z
士
(
彪
に
合
致
し

て
意
識
さ
れ
る
が
、
併
し
身
般
の
如
〈
に
原
本
的
仁
奥
へ
ら
れ
る
ご

L
て
意
識
さ
れ
な
い
。

世
界
は
可
能
的
経
験
及
び
経
験
認
識
の
封
象
の
級
位
.
現
質
的
経
験
じ
基
い
て
正
賞
な
る
理
論
的
思
惟
に
於
て

論

議

プ
ッ
サ

l
L
N
の
現
象
皐

第
二
十
巻

(
第
四
腕

一
) 

六
四
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四
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三
四
)

六
四
λ

認
識
し
得
ら
れ
る
封
象
の
総
鑓
で
あ
る
o

そ
う
し
て
世
界

ω諸
問
弔
問
、

か
〈
て
自
然
的
立
場
の
諸
問
宇
問
は
廃
狭
雨

義
仁
於
り
る
総
て
の
所
謂
自
然
科
曲
学
部
も
物
質
的
自
然
的
率
問
で
あ
る
・
併
L
叉
心
理
的
物
理
的
性
質
を
具
有
す

る
動
物
的
資
在
の
諸
率
問
、
か
〈
て
生
理
亭
、
心
理
皐
及
び
某
の
他
の
盟
中
間
で
も
あ
る
o

問
機
仁
総
て
の
所
謁
精

神
科
劇
学
的
ち
歴
史
、
文
化
諸
科
血
午
、
各
樟

ω
枇
曾
率
的
事
科
等
も
、
矢
張
り
自
然
的
立
場

ω率
問
に
属
す
る
の
で

あ
る
。
但
し
其
等

ω精
紳
科
苧
は
自
然
科
目
A
f
t

同
列
に
置
か
る
可
き
か
又
は
之
れ
に
卦
立
さ
る
可
き
か
、
或
は
其

等
の
精
紳
科
撃
は
夫
れ
自
身
自
然
科
事
ご
認
め
ら
る
可
き
か
又
は
本
質
的
に
新
し
き
類
型
の
率
問
ご
し
て
認
め
ら

る
可
き
か
は
、
此
蕗
で
は
論
性
宇
に
置
(
。

右
仁
述
べ
し
蕗
仁
よ
り
1
明
ら
か
じ
推
知
さ
れ
る
如
〈
、
経
験
島
一
a

は
事
質
基
T

で
あ
る
が
、
今
経
験
eg
基
縫
附
り

る
認
識
作
用
は
貫
在
的
な
る
も
の
を
伺
別
的
に
定
置
L
、
袋
時
的
に
存
在
す
る
も
の
正
し
て
定
置
す
る
、
詳
し
〈

云
へ
ば
此
の
時
間
的
地
位
を
占
的
、
此
の
持
続
性
及
び
寅
在
内
容
を
有
す
る
が
、
併
し
其
の
本
質
上
他
の
時
間
的

地
位
を
も
同
様
に
占
有
し
得
た
る
或
物
ご
し
て
、
叉
此
の
物
理
的
形
態
に
於
て
此
の
場
蕗
に
ゐ
る
が
、
併
L
其
の

本
質
上
か
ら
考
ふ
れ
ば
、
同
様
に
何
れ
の
他
の
場
虞
に
於
て
何
れ
の
他
の
形
態
を
装
ふ
て
も
存
在
す
る
を
得
た
る

或
物
、
又
寅
際
に
は
麗
化
し
な
い
が
併
し
縫
化
し
得
る
或
物
、
或
は
質
際
上
磁
化
す
る
な
ら
ば
他
の
仕
方
じ
て
援

dv
・4H
d

化

L
得
た
る
或
物
芭
し
て
定
置
す
る
o

要
す
る
仁
各
種
の
桐
別
的
有
は
、
甚
ガ
一
般
的
な
云
ひ
方
で
あ
る
が
、
偶

然
的
な
る
も
の
r

で
あ
る
。
夫
れ
は
其
の
本
質
上
他
の
も
の
で
あ
hJ
得
た
る
も
の
で
あ
る
。
又
一
定
の
自
然
法
則
は



夫
れ
に
謝
し
て
袋
営

L
得
る
が
、
併
し
か
、
る
法
則
は
只
事
質
的
規
則
を
表
現
す
る
に
り
で
ゐ
品
。
そ
う
し
て
地

等
の
規
則
は
、
夫
れ
に
よ
り
て
規
制
3
れ
る
劃
象
は
・
夫
れ
自
身
に
於
て
考
ふ
れ
ば
偶
然
的
な
る
も
の
で
あ
る
こ

ご
が
、
可
抱
的
経
験
の
針
象
の
本
質
に
属
す
る
ご

L
て
飯
に
前
定
し
て
居
る
。

併
し
此
の
偶
然
性
郎
も
事
質
性
は
、
夫
れ
が
一
の
必
然
性
(
郎
も
昼
時
的
事
賞
の
結
合
の
一
の
規
則
の
、
皐
な

る
事
質
的
存
立
を
一
耳
ひ
表
は
す
だ
け
で
な
〈
し
て
、
本
質
必
然
性
の
性
質
を
有
し
、
随
ふ
て
本
質
普
遍
性
、
こ
閲
係

を
有
す
る
一
の
必
然
性
)

ご
相
閥
的
に
結
び
附
け
り
ら
れ
る
ご
一
五
ふ
事
に
於
て
制
限
3
れ
る
。
さ
き
に
逃
ぺ
し
如
く

本
質
、

各
事
買
は
共
の
固
有
の
本
質
上
他
の
事
賞
で
あ
ち
得
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
此
の
事
は
つ
ま
h
ま
さ

L
〈
一
の

か
く
て
純
特
に
把
捉
さ
る
可
き
一
の
純
本
質
を
有
す
る
ぜ
云
ム
こ
ご
が
、
各
偶
然
性
の
意
義
に
合
ま
れ
る

も
の
な
る
を
意
味
す
る
。
ぞ
う
[
て
此

ω純
本
質
は
稲
々
な
る
普
遍
性
階
段
の
一
本
質
異
理
(
当
日
g
ω
H
4
4島『
r
E

。
ロ
}
に
従
属
す
る
の
で
あ
る
o

仰
別
的
制
剖
象
は
只
一
般
的
に
一
の
伺
別
的
な
る
も
の
、

一
の
此

ω此
蕗
仁
あ
る
も

0) 、

一
の
一
度
的
な
も
の
で
あ
る
に
け
で
な
〈
、
夫
れ
自
身
に
於
て
か
様
か
様
に
形
成
さ
れ
た
る
も
の
ご
し
て
其

の
特
牲
を
有
し
、
第
二
抗
的
相
掛
的
諸
規
定
が
夫
れ
に
就
て
作
ら
れ
る
潟
め
に
、
夫
れ
に
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

本
質
的
諸
賀
位
性
を
保
有
す
る
。
か
〈
て
例
へ
ば
各
音
は
夫
れ
自
身
に
於

τ
一
の
本
質
を
有
し
、
叉
最
高
階
段
仁

於

τは
昔
一
般
の
普
遍
的
本
質
を
有
す
る
。
(
但
し
其
の
普
遜
的
本
質
は
個
別
音
か
ら
観
照
し
出
き
る
可
き
一
一
嬰

素
ご
し

τ、
純
粋
に
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
O
)

夫
れ
ご
全
然
同
様
に
各
物
質
的
事
物
は
其
の
特
有
の
本
質
を
具

諭

議

フ
ヴ
サ

1
ル
の
現
象
畢

第
=
+
血
骨

(
第
四
就

三
五
)

六
回
丸
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四
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六
五
O

し
、
そ
う
し
て
最
高
階
段
に
於
て
物
質
的
事
物
-
般
の
普
遍
的
本
質
を
有
す
る
。
総
て
伺
鵠
の
本
質
に
局
す
る
も

の
は
、
他
り
制
鰻
も
亦
之
を
有
上
得
品
。

f
フ
し
て
上
の
例
に
於
て
一
市
さ
れ
た
る
が
如
き
椅
々
な
る
最
高
本
質
普

遍
性
は
伺
般
の
夫
れ
夫
れ
の
「
領
域
」
成
は
「
範
時
」
(
2

問
。
何
回
言
。
=
コ
。
己

2
4
P円。
R
2
rロ
ヱ
ぐ

E
H
E
H戸
、
広
告
ロ
)
を

包
む
の
で
あ
る
。

以
上
過
ぺ
来
h
し
虎
に
よ
り
て
、
自
然
的
認
識
、
経
験
及
び
事
賞
己
は
一
般
的
に
針
何
な
る
も
の
で
ゐ
る
か
を

読
通
し
、
メ
事
寅
ご
本
質
ご
の
不
可
離
的
関
係
を
指
示

L
化
が
.
次
に
本
質
及
び
本
質
制
限
(
垣
内
目

E
g
o
r
E

EH叫
)
ご
は
何
で
ゐ
る
か
を
・
矢
民
h
一
般
的
に
設
越
す
る
こ
ご
、
す
る
o

先
づ
本
質
ピ
は
一
例
躍
的
自
己
凶
有
ぬ
布
に
於
て
、
其
の
何
で
あ
る
か
を
表
は
す
ご

L
て
(
包
包
括
E
g
E
)
見

R
i
デ
E

は
概
念
に
於
て
定
置
さ
れ

出
苫
れ
る
も
の
を
一
首
ふ
。
然
品
仁
徳
て
個
般
の
宅
E
(
何
で
あ
る
か
を
表
は
す
も
の
)

得
る
の
で
ゐ
る
o

要
す
る
に
経
験
的
或
は
佃
別
的
直
捌
は
本
質
槻
昭
一
或
は
机
念
化
(
弓
2
2
s
z
z
zロ向。
L
2
E
2
1

官。ロ)

に
化
成
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
o

そ
う
し
て
此
の
可
能
性
は
経
験
的
可
能
性
で
は
な
〈

L
t
、
本
質
可
能

性
ご
し
て
鮮
さ
る
可
き
で
あ
る
。

き
れ
ば
凱
閉
山
さ
れ
た
る
も
の
は
、
夫
れ
は
最
高
範
鴫
で
あ
る
炉
、
又
は
完
全
な

ア
4
V
ス

る
具
惜
物
仁
下
る
ま
で
の
其
の
一
特
殊
化
一
で
ゐ
る
か
を
悶
は
す
、
夫
れ
に
相
隠
す
る
ム
庭
的
純
本
質
で
あ
る
。

此
の
本
質
能
典
的
制
叫
陥
一
つ
ま
h
原
本
的
能
興
的
蹴
服
は
、
例
へ
ば
一
音
の
本
質
に
於
て
吾
人
が
界
易
に
な
し
得
る

が
如
き
充
説
的
な
も
の
で
ゐ

h
得
る
が
、
併
L
又
大
な
り
小
な
ら
不
完
全
な
的
ち
不
充
常
的
な
も
の
で
も
あ
り
得



る。

一
定

ω本
質
範
鴎
に
あ
り
て
は
、
夫
れ
に
嵐
ず
る
本
質
は
只
一
逢
的
に
奥
へ
得
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
ぞ
う

し
て
継
続
的
に
は
多
叫
略
的
に
奥
へ
得
ら
れ
る
が
、
併
し
決
し
て
線
進
的
に
完
全
に
奥
ヘ
得
ら
れ
な

ν
の
は
常
然
で

ゐ
る
。
き
れ
ば
夫
れ
ご
相
関
し
て
、
業
等

ω
本
質
館
時
に
相
臆
す
る
例
別
的
特
殊
化
は
、
只
一
小
充
嘗
的
経
験
的
直

観
に
於
て
経
験
さ
れ
表
象
さ
れ
得
る
だ
り
E
あ
る
o

此
の
事
は
事
物
的
な
る
も
の
に
結
び
附
け
ら
れ
る
縛
て
の
本

質
に
劃
し
て
妥
嘗
す
る
。
否
な
詳
し
〈
考
察
す
れ
ば
・
総
て
の
資
在
物
一
般
に
帆
到
し
て
安
賞
す
る
の
で
あ
る
。

側
別
的
庶
視
は
如
何
な
る
締
制
酬
の
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
夫
れ
は
充
常
的
で
あ
る
に
せ
よ
又
然
ら
ゴ
る
仁
せ

よ
、
総

τ本
質
凱
昭
一
に
鱒
向
(
得
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
本
質
制
限
は
個
別
的
直
翻
に
肱
じ

τ充
蛍
的
一
で
も

亦
不
充
嘗
的
で
も
あ
ち
得
る
が
、
何
れ
仁
し
て
も
一
の
能
典
的
作
用
の
性
質
を
有
し

τ居
る
。
併
し
此
の
場
合
じ

プ
イ
ド
ス

注
目
す
可
き
は
、
本
質
或
は
純
本
質
は
一
の
新
し
き
楠
類
の
卦
象
で
あ
る
ご
云
ふ
ニ
ご
で
あ
る
。
倒
別
的
或
は

経
験
的
碇
蹴
の
所
興
物
が
例
別
的
掛
象
で
あ
る
ご
悶

C
〈
、
本
質
蹴
照
の
肝
興
物
は
一
の
純
本
質
で
あ
る

ω
で
あ

る。
雨
者
の
聞
に
は
車
に
外
部
的
類
比
が
あ
る
た
け
で
な
〈
、
根
本
的
な
共
通
性
が
存
在
す
る
。
夫
れ
本
質
観
照
も

亦
ま
さ
し

t
夜
ー
机
で
あ
る
。
そ
れ
は
丁
度
純
本
質
的
封
象
が
矢
張
b
割
象
で
あ
る
ご
同
じ
で
あ
る
。
か
〈
て
「
直

観
」
及
び
「
掛
象
」
Z
云
ふ
相
閥
的
相
麗
概
念
の
普
沼
化
は
、
任
意
的
な
田
山
ひ
附
き
で
な
〈
、
立
(
の
本
質
に
よ
り
て

強
制
的
仁
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
経
験
的
査
制
殊
に
経
験
は
一
の
個
別
的
野
象
的
一
書
且
識
で
あ
る
。
夫
れ
は
直

諦

叢

フ
ッ
サ

1
ル
回
現
象
墜

第
二
十
巻

(
第
四
掠

三
七
)

，、
五



論

叢

7

7
品

7
1
ル
白
現
串
串

第
ニ
+
巻

(
第
四
腕

八、4

，、
五

視
す
る
ご
し

τは
例
別
的
調
象
を
所
興
物
ご
し
て
有
し
、
知
覚
ご
し
て
は
之
を
原
本
的
所
奥
物
ご
し
て
有
す
る
。

丁
度
そ
れ
芭
同
様
に
本
質
観
照
は
夫
れ
が
眼
売
を
投
ず
る
或
物
或
は
劉
象
の
意
識
、
夫
れ
に
於
て
白
か
ら
奥
へ

ι

れ
る
も
の
、
意
識
で
あ
る
o
か
〈
て
本
質
税
照
は
直
観
で
あ
る
。
併
し
夫
れ
は
深
い
意
味
或
は
合
蓄
的
意
味
に
於

τ
の
直
観
で
あ
る
。
夫
れ
は
田
平
な
る
又
は
漠
然
た
る
現
在
化
で
は
な
〈

L
て
、
本
質
を
其
の
生
々
す
る
自
己
性
に

於
て
把
捉
す
る
蕗
の
、
原
本
的
な
る
能
典
的
直
観
で
あ
る
。
術
ほ
他
方
か
ら
見
れ
ば
本
質
掛
照
は
根
本
的
に
特
有

な
新
し
き
穏
類
の
置
観
で
あ
る
o
確
か
に
本
質
直
観
ご
伺
別
直
視
ご
の
問
仁
は
穂
々
な
る
関
係
が
存
在
す
る
が
、

併
し
雨
者
は
根
本
的
に
隔
別
き
る
可
き
も
の
で
あ
る
。

ZL
う
し
て
雨
者
の
本
質
的
匝
別
は
、
亦
在
(
伺
別
的
じ
存

ア
4
ド
ス

在
す
る
さ
云
ム
意
啄
に
て
)
イ
」
本
質
(
何
弘
吉
ロ
N

Z

E

何回凶作ロ
N
)
、
事
責
ご
純
本
質
吉
の
隔
別
に
相
臆
す
る
の
で
あ

る。
併

L
此
慮
に
注
意
す
可
き
は
、
「
ァ

4
ド
旦
」
郎
も
純
本
質
は
経
験
的
所
奥
物
に
於
げ
る
ご
ま
さ
し
〈
同
様
に
、

空
想
的
所
興
物
に
於
て
も
亦
具
躍
的
に
表
現
さ
れ
得
る
吉
一
式
ふ
こ
正
で
あ
る
。
か
〈
て
吾
人
は
本
質
其
物
を
版
本

的
に
杷
挺
す
る
縛
め
仁
、
夫
れ
仁
相
臆
す
る
経
験
的
直
翻
か
ら
出
費
し
得
る
如
く
、
非
経
験
的
な
非
存
在
的
な
、

寧
ろ
翠
に
想
像
的
な
直
観
か
ら
も
亦
出
費
し
得
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
此
の
事
吉
本
質
的
に
聯
闘
し

τ注
意
す

可
き
は
、
本
質
の
定
世
、
本
質
の
直
蹴
的
把
捉
は
輩
、
。
個
別
的
存
庄
の
定
誌
を
合
ま
な
い
ご
一
首
ム
ニ
さ
で
あ
る
。

純
本
質
異
理
は
事
買
に
関
す
る
事
末
の
主
張
を
も
合
ま
な
い
の
で
、

か
〈
て
吾
人
は
只
本
質
其
理
の
み
か
ら
は
、



最
少
の
事
賞
真
理
ぞ
も
推
定
す
可
き
で
な
い
。

術
ほ
更
に
注
意
す
可
き
は
、
本
質
に
隅
す
る
判
断
ご
、
純
本
質
的
普
遍
妥
嘗
性
の
判
断
ご
の
関
係
に
就
て
い
あ

る
。
本
質
及
び
本
質
事
態
に
閲
す
る
判
断
ご
、
純
本
質
的
判
断
一
般
ご
は
、
余
輩
が
後
者
の
概
念
に
奥
へ
ね
ば
な
ら

ぬ
庚
が
り
に
於
て
は
、
同
一
の
も
の
で
な
い
o

純
本
質
的
認
識
は
其
の
総
て
の
命
題
に
於
て
、
本
質
を
「
に
閥
す

る
封
象
」
ご
す
る
の
で
な
い
。
そ
う
し
て
之
れ
ご
密
接
仁
結
び
附
り
て
注
意
す
可
き
は
、
是
れ
ま
で
用
ひ
L
意
味

で
の
本
質
宜
削
酬
は
、
経
験
或
は
存
在
担
捉
に
類
似
し
、
本
質
が
経
験
に
於
け
る
側
別
的
な
る
も
の
、
如
く
に
封
象

的
に
把
捉
さ
れ
る
意
識
ご
し
て
は
、
織
で
の
存
在
定
置
を
排
除
し
て
本
質
を
夫
れ
自
身
に
於
て
戒
す
る
唯
一
の
意

識
で
な
い
ご
云
ふ
こ

Z
で
あ
る
。
本
質
は
「
に
関
す
る
封
象
」
ご
な
る
こ
ご
な
じ
に
、
直
質
的
に
意
識
き
れ
、

定

の
仕
方
に
於
て
は
叉
把
捉
さ
れ
得
る
の
で
ゐ
る
。

此
院
に
本
質
に
閲
す
る
判
断
ご
、
限
定
さ
れ
な
い
一
般
的
仕
方
に
於
て
、
叉
例
程
的
な
る
も
の
、
定
置
を
混
交

せ
?
に
、
向
は
伺
鶴
的
な
る
も
の
に
闘
し
て
、

L
か
も
純
粋
に
本
質
の
術
性
記
し
て
、
「
一
般
」
の
様
式
会
2

z
a
E
L
2
色
庁
長
E
1
)
に
於
て
判
断
す
る
判
断
ご
り
隠
別
に
就
て
考
察
し
よ
う
。
例
へ
ば
吾
人
は
純
正
幾
何
事

に
於

τは
一
般
に
、
直
線
"
角
、

三
角
、
岡
錐
曲
線
等
の
純
本
質
に
閲
し
て
判
断
す
る
の
で
な
〈
、
直
線
H
A

び
角

一
般
に
閲
し
て
、
個
別
的
三
角
一
般
に
閲
し
て
、
園
錐
曲
線
一
般
に
関
し
て
判
断
す
る
の
で
め
る
o

そ
ヲ

L
τ
か

、
る
一
般
的
判
断
は
、
本
質
者
遁
性
、
「
純
粋
L

普
堀
性
、
或
は
「
無
制
約
的
」
普
遍
性
の
性
質
を
有
す
る
の
で
あ

論

議

フ
ヲ
サ

1
ル
白
現
象
車

第
二
十
巻

(
第
四
貌

三
九
)

-
六
五



i市

叢

フ
ッ
サ

1
ル
白
現
象
皐

第
二
十
巻

〈
第
四
抗

四

O
)

六
五
回

る。
簡
車
に
論
述
す
る
潟
め
に
吾
人
は
此
慮
仁
、

一
切
の
徐
他
の
判
翻
が
間
接
的
基
礎
附
け
に
於
て
還
元
さ
れ
る
蕗

の
「
一
公
理
」
・
直
接
明
器
的
判
断
を
取
扱
ふ
こ
ご
、
す
る
が
、
か
、
る
判
断
は
其
の
志
向
的
心
理
作
用
的
基
礎
附
け

ア
イ
シ
ヲ
ヒ
チ
ヒ
マ

I
フ
ン
グ

(丘一のロ

o
S
R
f
p山
Z
E
E
D出
)
に
於
¥
郎
も
其
の
洞
見
化
に
於
て
一
定
の
本
質
州
制
服
を
要
す
る
o

そ
F
7

し
て
此
の
本
質
槻
照
は
叉
謝
象
化
的
本
質
直
観

ω如
f
に
、
本
質
の
佃
別
的
諸
個
性
の
透
親
仁
基
づ
〈
が
、
共
の
経

験
に
基
づ
〈
の
で
な
い
。
叉
此
の
本
質
制
限
に
劃
し
て

u、
軍
な
る
空
想
表
象
或
は
寧
ろ
塞
怨
可
調
性
に
け
で
充

分
で
あ
る
の
で
、
共
の
可
説
的
な
も
の
或
は
胡
ら
れ
る
も
の
は
、
其
の
僚
で
意
識
吉
恥
、
夫
れ
は
「
現
不
」
可
る
、

併
し
詐
庇
す
る
ご
し
て
把
捉
5
れ
な
い
。
例
へ
ば
吾
人
が
「
一
の
色
一
般
は
一
の
昔
一
般
か
ら
異
な
っ
て
居
る
」

ご
、
本
質
普
遍
性
に
於

τ判
断
す
る
時
は
、
夫
れ
に
於
て
右
に
述
べ
[
事
は
確
か
め
ら
る
可
き
で
あ
る
。
色
本
質

の
個
別
的
な
る
も
の
及
び
品
目
本
質
の
倒
別
的
な
る
も
の
は
、
直
質
的
に
「
表
象
L

さ
れ
、
買
に
某
の
本
質
の
佃
別
的

な
る
も
の
ご

L
て
「
表
象
L
3
れ
る
。
此
蕗
に
さ
想
直
視
(
存
在
定
置
な

L
に
)
ご
本
質
直
観
ご
は
同
時
に
又
一
定

ω

施
類
に
於
て
現
存
す
る
。
併
L
其

ω本
質
直
削
慨
は
本
質
を
針
象
、
己
な
す
ド
庭
的
直
観
さ
ー
し
て
現
有
す
る
の
で
な
い
じ

き
は
れ
事
の
本
質
上
、
夫
れ
仁
封
勝
す
る
客
制
化
的
立
場
へ
の
時
向
は
常
じ
可
能
で
ゐ
h

叉
其
の
可
能
性
は
ま

き
L
〈
一
の
本
質
可
能
性
で
め
る
。
そ
う

L
て
立
場

ω媛
化
に
従
ふ
て
叉
判
断
も
援
化
し
.
左
の
如
〈
に
な
る
で

め
ら
う
c

郎
も
色
本
質
(
「
類
」

P
R
E間
一
)
は
昔
本
質
(
「
類
」
)
ご
は
異
な
れ
る
も
の
で
あ
る
。



夫
れ
芭
逆
に
、
本
質
に
閲
す

6
各
判
断
は
ゐ
る
が
ま
、
の
此
の
本
質
の
術
性
に
闘
す
る
一
の
無
制
約
的
普
遍
的

判
断
に
、
等
閥
的
に
化
成
さ
れ
得
る
。
そ
う

L
て
此
め
仕
方
仁
於
て
純
本
質
諸
判
断
は
、
夫
れ
が
如
何
な
る
論
理

的
形
式
で
あ
る
か
を
悶
は
や
、
相
一
属
す
る
の
で
ゐ
る
。
純
本
質
諸
判
断
の
共
通
性
は
、
是
等
の
判
断
が
仰
躍
的
な

(
ま
さ
し
〈
純
普
遍
牲
に
於
て
)
下
さ
れ
た
る
時
で
も
、
何
等
の
伺
鰻
的
有
を
も
定
置
L
な
い

る
も
の
に
関
し
て

ご
云
ふ
司
、
ご
で
あ
る
。

以
上
述
ペ
来
れ
る
彪
に
よ
り
て
‘

フ
ァ
サ

1
戸
氏
が
事
寅
或
は
経
験
古
都
す
る
も
の
ご
本
質
古
都
す
る
も
の
ご

の
極
別
及
び
関
係
、
井
に
此
の
区
別
に
相
廃
す
る
仰
別
的
直
凱
ご
稗
す
る
も
の
吉
本
質
削
制
限
ご
和
す
る
も
の

Z
の

同
別
及
び
関
係
を
か
な
り
詳
し
く
究
明
し
た
の
で
あ
る
が
、
是
れ
よ
り
其
等
の
院
別
及
び
関
係
に
基
い
て
立
て
ら

れ
た
る
同
氏
の
事
資
率
吉
本
質
問
半
(
叶
旦
m
R
F
E三
宮
古

R
E即
日

E
C
E
J
F
5
E
2
2
2
R
E閉
め
る
ご
の
区
別
及
び
関

係
争
』
考
察
す
る
こ
ご
、
す
る
。

官官

叢

フ
ッ
サ

l
ル
の
現
象
同
日
午

第
三
十
巻

(
第
四
税

四
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